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仲間の仕事とくらしをまもり、
安定した仕事と賃金確保のために…

①
賃
金
・
単
価
の
大
幅
引
き
上
げ
と
建
設
産
業
の
適
正
な
ル
ー
ル
づ
く
り
へ
の
共

同
を
広
げ
、産
業
の
多
数
派
結
集
で
強
大
な
組
織
建
設
を
す
す
め
、1
％
実
増

を
可
能
に
す
る
月
間
。（
労
働
者
供
給
事
業
も
ス
タ
ー
ト
！
）

②
「
総
合
5
カ
年
計
画
」の
い
っ
そ
う
の
推
進
を
加
速
さ
せ
業
界
・
行
政
・
政
策
の

変
革
を
め
ざ
し
、仲
間
の
仕
事
を
守
り
組
織
力
量
を
引
き
上
げ
る
月
間
。

③
大
衆
的
国
民
運
動
を
前
進
さ
せ
、平
和
と
憲
法
を
守
り
、消
費
税
増
税
・
社
会
保

障
改
悪
阻
止
、「
命
の
綱
」土
建
国
保
を
守
り
ぬ
く
月
間
。

　

６
月
か
ら「
仲
間
の
つ
な
が
り
夏
の
大
運
動
」と
し
て
事

業
所
と
の
対
話・相
談
を
ひ
ろ
げ
新
加
入
者
の
定
着
や
仲
間

と
の
絆
を
深
め
て
き
ま
し
た
。一
方
で
劣
悪
な
労
働
環
境
の

も
と
痛
ま
し
い
事
故
や
不
安
を
抱
え
る
従
事
者
は
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。組
合
は
現
場
の
内
外
で
運
動
を
前
進
さ
せ
従

事
者
の
声
に
寄
り
添
い
、賃
金
・
単
価
の
引
き
上
げ
や
仕
事

確
保
、社
会
保
障
拡
充
等
の
要
求
で
団
結
し
て
い
き
ま
す
。

　

８
月
末
か
ら「
秋
の
拡
大
月
間
」が
は
じ
ま
り
ま
す
。い

ち
早
く
ス
タ
ー
ト
を
切
る
に
は
全
世
代
の
参
加
・
協
力
で
、

分
会
・
群
・
組
合
を
強
く
大
き
く
す
る
運
動
を
す
す
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

み
な
さ
ん
の
力
を
集
め
て
こ
そ
拡
大
運
動
は

成
功
し
ま
す
。分
会・群
の
役
員
に「
自
分
が
で

き
る
こ
と
」を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

●
組
合
に
入
っ
て
い
な
い
仲
間
を
紹
介
し
て

く
だ
さ
い
。●
現
場
で
困
っ
て
い
る
仲
間
に

「
相
談
は
組
合
へ
」と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

●
悩
ん
で
い
る
仲
間
を
分
会
や
支
部
ま
で一緒

に
連
れ
添
っ
て
く
だ
さ
い
。●
分
会
や
支
部
の

と
り
く
み（
住
宅
デ
ー・レ
ク・B
B
Q
）に
参

加
く
だ
さ
い
。●
チ
ラ
シ
配
布
や
ポ
ス
タ
ー・立

看
板
の
設
置
な
ど
お
願
い
し
ま
す
。●
分
会
セ

ン
タ
ー
に
集
ま
って
拡
大
行
動
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
に
呼
び
か
け
ま
す

　
組
合
で
は
支
部・分
会
の
役
員
や
書
記
局
が
、順
次
、組

合
内
の
事
業
所
を
回
っ
て「
土
建
タ
イ
ム
ス
」の
貼
り
出

し
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　「
土
建
タ
イ
ム
ス
」を
貼
り
出

し
、組
合
の
業
務
や
取
り
組
み
を

視
覚
化
し
、興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、従
業
員
の
み
な
さ

ん
に
申
請
し
忘
れ
て
い
る
共
済

な
ど
が
な
い
か
自
己
チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
た
だ
く
こ
と
や
、業
界
・
現

場
の
状
況
・
環
境
な
ど
に
も
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

　
9
月
に
は「
土
建
タ
イ
ム
ス
第

6
弾
」も
発
行
さ
れ
ま
す
。仲
間

が
訪
問
し
た
際
に
は
、ぜ
ひ
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
土
建
タ
イ
ム
ス
」の
貼
り
出
し

行
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

どうして
仲間を
増やすの？ 夏

の
と
り
く
み
で
仲
間
の
絆
を
深
め
、

夏
の
と
り
く
み
で
仲
間
の
絆
を
深
め
、

さ
ら
に
強
く
大
き
な
組
合
に

さ
ら
に
強
く
大
き
な
組
合
に

7・21
参
議
院
選
挙
の
結
果

　

参
議
院
選
挙
は
消
費
税
増
税
、改
憲
、公
的
年
金
問
題
等

の
社
会
保
障
改
革
が
争
点
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、結
果
は

自
民・公
明
の
与
党
が
改
選
議
席
の
過
半
数（
63
議
席
）を
超

え
ま
し
た
。し
か
し
改
憲
に
前
向
き
な
勢
力
は
国
会
発
議
に

必
要
な
３
分
の
２
を
占
め
る
に
は
至
り
ま
せ
ん
。ま
た
改
選

１
人
区
32
選
挙
区
の
う
ち
、野
党
共
闘
の
統
一
候
補
は
10
議

席
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。国
民
は
安
倍
政
権
が
す
す
め
る
戦

争
が
出
来
る
国
づ
く
り
に
は
沖
縄（
米
軍
基
地
）、秋
田

（
イ
ー
ジ
ス・ア
シ
ョ
ア
配
備
）で
も
明
確
な
Ｎ
Ｏ
を
突
き
付

け
て
い
ま
す
。秋
に
向
け
て
も
労
働
組
合
と
市
民
と
の
共
同

や
地
域
で
の
草
の
根
の
運
動
、国
民
的
な
課
題
、暮
ら
し
と

平
和
、増
税
反
対
や
憲
法
を
守
る
大
き
な
運
動
を
い
っ
そ
う

大
き
く
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

秋の
拡大月間
の意義【要約】

事業主のみなさんにお願いします

　

健
診
受
診
は
、重
大
な
病
気
の
早
期
発
見
で
命
と
健
康

を
守
り
ま
す
。多
く
の
仲
間
が
早
期
発
見
に
よ
っ
て
軽
度
の

段
階
で
治
療
を
開
始
す
る
こ
と
は
、保
険
料
の
引
き
上
げ

を
抑
え
、土
建
国
保
の
運
営
を
守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。18
年
度
か
ら
は
、「
保
険
者
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
」が
開
始

さ
れ
、特
定
健
診（
40
歳
以
上
健
診
）・
個
別
健
康
サ
ポ
ー
ト

の
実
施
率
が
国
の
補
助
金
算
定
に
直
接
反
映
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。み
な
さ
ん
、健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
！

　

個
別
健
康
サ
ポ
ー
ト
と
は
、特
定
健
診
の
結
果
か
ら
「
生

活
習
慣
病
の
発
症
リ
ス
ク
が
高
い
が
、今
す
ぐ
生
活
習
慣
を

改
善
す
れ
ば
予
防
で
き
る
」と
判
定
さ
れ

た
方
を
対
象
に
、保
健
師
、管
理
栄
養
士

等
の
専
門
家
が
生
活
習
慣
見
直
し
の
支

援
を
行
う
制
度
で
す
。案
内
を
受
け
た
方

は
、個
サ
ポ
を
利
用
し
健
康
的
な
生
活
習

慣
を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

特
定
健
診（
40
歳
以
上
健
診
）で

い
の
ち
と
健
康
を
守
り
ま
し
ょ
う

個
別
健
康
サ
ポ
ー
ト（
特
定
保
健
指
導
）で

生
活
習
慣
病
の
予
防
を
！

仲
間
の
み
な
さ
ん
、8
月
末
か
ら

秋
の
拡
大
月
間
が
は
じ
ま
り
ま
す

き
ず
な
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東京建築カレッジで、木造建築の技と知恵を身につけよう
東京土建が運営、働きながら学ぶ職業能力開発短期大学校

　

東
京
建
築
カ
レ
ッ
ジ
の
第
25
期
生

（
2
0
2
0
年
4
月
入
学
生
）の
募
集
が

ス
タ
ー
ト
。入
学
選
考
会
は
全
4
回
、下

記
の
と
お
り
学
校
説
明
会
を
お
こ
な
い

ま
す
。入
学
を
希
望
す
る
本
人
は
も
ち

ろ
ん
、若
手
を
採
用
・
育
成
し
た
い
事
業

主
も
大
歓
迎
で
す
。ど
う
し
た
ら
新
規

入
職
者
を
獲
得
・
育
成
で
き
る
の
か
、率

直
に
語
り
あ
い
ま
し
ょ
う
。

　

建
設
産
業
と
組
合
活
動
の
あ
と
つ
ぎ
、事
業
所
の
若
手
育
成
の
た
め
各
支
部
で
１
人
以
上
の
応
募
者
を
確
保
し
ま
し

ょ
う
。学
校
説
明
会
で
は
、関
係
者
だ
け
で
な
く
、支
部
役
員
や
書
記
も
積
極
的
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

第
25
期
生
の
募
集
開
始

全
て
の
支
部
か
ら
カ
レ
ッ
ジ
生
を
送
り
出
そ
う
！

　

建
築
カ
レ
ッ
ジ
は
「
日
本
に
お
け
る
建
築
の
基
本
は
木
造
建
築

に
あ
る
」
と
い
う
考
え
方
の
も
と
、
大
工
技
術
を
通
し
て
建
築
の

基
礎
を
学
ぶ
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
人
と
自
然
に
や
さ
し
い

木
造
建
築
の
出
番
は
、
こ
れ
か
ら
い
っ
そ
う
広
が
り
ま
す
。

　

独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
多
彩
で
貴
重
な
も
の
ば
か
り
で
、
大

工
以
外
の
専
門
職
の
方
々
に
も
大
変
好
評
で
す
。

カ
レ
ッ
ジ
の
授
業
を
一
部
紹
介
し
ま
す

※説明会の開催時間　①午後２時から　②午後７時から
※試験日の開催時間　午前９時３０分から午後４時頃（説明会の会場も池袋校舎）
※第４回までで募集に満たない場合は、臨時の募集・試験を実施します。
※入学時３５歳以上と大企業の方の試験は、第3回、第４回選考会となります。
※合格者が募集人員を超えた場合は、以後の募集はおこないません。

　

若
手
の
確
保
と
育
成
は
今
、
建
設
事
業
主
の
共
通
の
関

心
ご
と
で
す
。
未
加
入
事
業
所
へ
も
働
き
か
け
、
建
設
産

業
の
若
い
働
き
手
確
保
と
育
成
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、

対
話
を
す
る
な
か
で
入
学
者
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。カ
レ
ッ

ジ
研
修
生
を
派
遣
し
て
い
る
中
小
事
業
主
は
「
離
職
防
止

に
役
立
つ
。
同
世
代
の
仲
間
が
で
き
る
の
が
一
番
い
い
」「
現

場
で
は
な
か
な
か
手
ほ
ど
き
で
き
な
い
道
具
の
使
い
方
、

建
築
の
基
礎
知
識
を
教
え
て
く
れ
る
」と
話
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
お
気
軽
に
建
築
カ
レ
ッ
ジ
ま
で
。

　

東
京
建
築
カ
レ
ッ
ジ（
小

林
謙
二
学
校
長
）は
、「
東
京

建
築
カ
レ
ッ
ジ
に
働
き
な
が

ら
学
び
、技
術
・
技
能
と
知

識
を
身
に
つ
け
た
い
」と
願

う
す
べ
て
の
人
に
対
し
て
通

学（
職
業
訓
練
）を
保
障
し
、

O
J
T（
現
場
実
習
）も
行

な
う
事
業
所
を
職
種
や
居

住
地
ご
と
に
い
つ
で
も
紹

介
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
、無
料
職
業
紹
介
所
を
開
設

し
ま
し
た
。新
規
入
職
者
募
集
に
む
け
、紹
介
所
に
登
録
す

る
事
業
所
を
大
募
集
中
で
す
。

問
電
話
0
3‐5
9
5
0‐1
7
7
1

学校説明会

応募締切

入学選考会（試験）

結果発表

8月29日（木）

9月5日（木）

9月11日（水）

9月13日（金）

11月19日（火）

11月28日（木）

12月3日（火）

12月5日（木）

1月22日（水）

1月30日（木）

2月5日（水）

2月7日（金）

2月12日（水）

2月20日（木）

2月26日（水）

2月28日（金）

第１回募集 第2回募集 第3回募集 第4回募集

　技能者ひとり一人の資格や現場の就業履歴を登録するしくみ。
技能者、事業者ともメリットがあります。

伝統構法と在来構法による2階建て木造住宅づくりに挑
戦。全国的にも珍しい教育実践です。（第22期生の実習
棟上棟記念写真）

無
料
職
業
紹
介
所
も
開
設

募集日程

建
築
カ
レ
ッ
ジ
生
は
建
設
業
界
の
宝
。

み
ん
な
で
育
て
よ
う
！

　
正
確
で
美
し
い
も
の
づ
く
り
を
可
能

に
す
る
規
矩
術
。「
数
学
は
こ
ん
な
に
役

に
立
つ
の
か
」そ
ん
な
声
が
聞
こ
え
て
き

ま
す
。知
的
刺
激
あ
ふ
れ
る
授
業
で
す
。

　
6
月
29
日
、林
業
実
習
と
し
て
杉
の
苗

木
の
下
草
刈
り
を
体
験
し
ま
し
た
。実

習
先
の
埼
玉
県
・
西
川
材
産
地
で
は
、設

計・施
工
者
と
も
連
携
し
た
市
場
創
造
型

の
と
り
く
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
中
心
人
物
、飯
能
市
の
林
業
家
、

井
上
淳
治
さ
ん（「
木
楽
里
」代
表
）か
ら

「
木
の
家
づ
く
り
に
携
わ
る
君
た
ち
に
こ

そ
、木
の
魅
力
を
語
れ
る
人
に
な
っ
て
も

ら
い
た
い
」と
激
励
さ
れ
ま
し
た
。　

規
矩（
き
く
）術
入
門
を
学
ぶ

埼
玉
県
飯
能
市
で
の
林
業
体
験

人生で特別な2年間になる森林資源を活かす暮らしの在り方も考える。

国交省は
本気！

5年後はすべての建設職人、
330万人の登録めざす

建設キャリアアップシステムとは？

本部及び各支部で相談、または申請受付中！ ※準備中の支部もあります。
　技能者と事業者登録の2つ（事業者は現場契約情報を登録、
技能者は現場就業を蓄積していきます）。申請はインターネット、
郵送・窓口申請の3つの方法があります。

どうやって登録するの？

東京土建の組合員には技能者登録助成金があります！
　カード発行後に支部へ申請すると一人２０００円相当の助成
をします。詳しくは支部にお問い合わせください。

組合員限定助成制度！

（国交省のパンフレットより）

　２０１９年４月に建設技能者の能力評価制度が一部職種より
スタートしています。技能者に対してレベルに応じたキャリア
アップカードが交付され、技能や経験に応じた
賃金・処遇の実現をめざしていきます。技能者
のレベルは４段階（現在は
レベル１と４）です。

建設技能者の経験と技能を正しく評価する新たな制度

メリットは？

❶経験や技能に応じた賃金・処遇を求める！
❷カードを示して働き先やお客様に技能をアピール！
❸技能力アップに必要な経験や必要資格が明確に！

技能者

❶社会保険の加入確認など雇用管理にいかせる！
❷作業員名簿作成など施工管理にもいかせる！
❸有能な技術・技能集団として地域にもアピール！

事業者

このシステムは地域建設産業「町場」でこそ利用価値のあるしくみです。

入学希望者をご紹介できる可能性も！
まずは、東京建築カレッジ無料職業紹介所に登録してください。

入学希望者をご紹介できる可能性も！

求 職

東京建築カレッジ無料職業紹介所

東京建築カレッジに
合格し、就労先が
決まっていない者

求 人
職業紹介所に
登録した事業所

試験・面接・採用
(雇用契約)

込
申
職
求

介
紹
人
求

告
報
果
結

介
紹
職
求

込
申
人
求


